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青森市熊沢遺跡出土の石槍は押出型ポイントと認定できるか
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はじめに

押出型ポイントは山形県東置賜郡高畠町押出遺跡出土の、縄文時代前期中葉(以降、縄文時代を省略する)大木4式期

の、両面加工で左右対称の石槍形状で、つまみを有する石器である。

筆者は、前期後半の円筒下層式期の青森市熊沢遺跡出土の石槍(青森県教育委員会 1978:図 1の中段左)は、先端部の

両側縁を内湾させて作り出す点が異なるものの、基部を中心とした全体形状と製作技術から押出型ポイントと認定でき

ると考えていた。その右隣においた熊沢遺跡の別な石槍(図 1の中段右)の基部形状が石匙のものに類似することと明ら

かに異なる。

青森市は押出遺跡からみて遠隔地にあたる。当地の石材は山形県域と共通する珪質頁岩であり、関東地方以西のよう

に、地元の石材と異なるという形での識別ができない。そして、押出遺跡の発掘調査報告書(山形県教育委員会 1990)の

定義では、押出型ポイン卜は広範なものを含んでしまうため、容易に認定できてしまう。そこで本稿では、まず押出型ポ

イントの研究史を検討して、現在の定義となった経緯を推定する。さらに研究史の流れに沿い、押出遺跡における狭義の

押出型ポイントを設定した。

筆者による狭義の押出型ポイントは、押出遺跡の資料の分類には有効であると考える。しかし、石器加工の手順や手本

を守ることに押出遺跡のように熱心とはいえない地域、あるいは押圧剥離を伴なう難易度の高い石器加工の手順おいて

も柔軟性のある地域の存在を想定していなかった。再加工による石器の形状変化も、整理を複雑にしている。

そこで、「押出型ポイント」の名称を他の遺跡で使用する場合は、その定義を明確にすること、あるいは尖頭形両刃石

匙(橋本 2023a• b)という名称で大きくとらえてから、その論考の対象とする石器の詳細を説明することが望ましいとす

る結論となった。それは次の①から③の見通しを得たためである。①押出遺跡の石器群は、同じ米沢盆地の山形県米沢市

ーノ坂遺跡の前期前菜の石器群を継承する。②ーノ坂遺跡の前期前菜の石器群は、この時期に東北北部から東北南部へと

広がった松原型石匙を伴う。③松原型石匙を伴う両面加工の石器製作技術は、北海道から東北北部では早期末から前期前

葉に盛行し、その地域では縄文時代前期後半の石器群は、技術的な基盤を受け継いでいる。そのため、前葉中葉の押出遺

跡の石器群と、前期中葉の北海道から東北北部の石器群は、共通して松原型石匙を伴う石器群を出自にもち、共通の技術

基盤を継承する。

1 熊沢遺跡と出土石槍(図 1)

青森市熊沢遺跡は国特別史跡三内丸山遺跡から約 2km南西に位置する。青森県教育委員会のほか青森市教育委員会に

よる発掘調査が行われている(青森市教育委員会 2000)。青森県教育委員会の報告書で、「押圧剥離によるみごとな作出品J

として報告されているのが前述の図 1の熊沢遺跡発掘調査報告書図 113番号3である(以降、00遺跡発掘調査報告書の

「図」・「番号Jを省略し基本として図 1-113-3と表記し、文脈から明確なものは 113-3または3と省略する。第00図と

いう「第」を付した表記の場合も同様とする)。先端部を欠失するが長さ 10.8cm、幅 2.6cm、厚さ 1.1cm、重量不明で、珪

質頁岩製である。最大幅は中央部の先端部よりにあり先端部に向かつて両側縁を内湾させている。中央部から基部側へも

両側縁が緩やかに内湾する。写真から、器体の色は黒色から黒褐色で基部末端は灰白色の可能性がある。斎藤(2023)で記

載した青森県域での「珪質頁岩プラス 1Jの良質なものに相当する可能性を考える。

熊沢遺跡では、 縄文時代前期後半の円筒下層 a 式~d2式期の遺物が大量に出土し、主体となるのは円筒下層 a • b式で

ある。 しかしながら、この石槍については、詳細な時期は不明である。

2 押出型ポイントをめぐる研究史と筆者の理解 :特に「つまみJ部加工による再分類(図 2)

押出遺跡は 1985 年か ら 1987 年に第 1 ~3 次の発掘調査が行われた。 1986 年には秋田県大仙市でも前期後半の重要遺

跡である上ノ山E遺跡の発掘調査が行われた。両遺跡ともに、つまみを持ち「石匙、石錐、まれに石槍の仲間のーっとさ

れていた」両面加工の左右対称の石器が多数出土した。上ノ山E遺跡(秋田県教育委員会 1988)では器種名を「有撮石器j
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として独立させた。同様に押出遺跡(山形県教育委員会 1990)でも「押出型ポイントJとして独立させたため、いずれも

既存の器種分類への問題提起となった。

上ノ山E遺跡の報告書が先に刊行されており 、押出遺跡の報告書では押出型ポイントに関する各所で有撮石器の記載

が引用されている。押出型ポイントを理解するためには、有撮石器への考察が不可欠なので、先に次項で詳述する。

( 1 )有撮石器の命名と細分

上ノ山H遺跡の報告書での「有撮石器」の定義は、「石匙のつまみ(撮)と同様の作り方をしたつまみを有するが、両面

あるいは半両面調整を主体とし、器中軸線で左右対称となる石器Jである。そして「有撮石器は、これまで石匙あるいは

石錐、まれに石槍の仲間の 1つとされていた石器である。これまでは、この種の石器が 1遺跡から 10点以上出土するこ

とは稀で、それだけに新しい器種として認識されることはなかったのかもしれない。上ノ山E遺跡では 139点出土してい

る。つまみを有し、そのつまみが石匙のものとほぼ同じであるが、全体の平 ・断面の形状 ・調整技法などにおいては明ら

かに石匙とは異なっている。分類ではA.B類に分けたが、つまみ部を隠すとA類は尖頭器そっくりであり、 B類は細長

い石錐に似ている。 B類が器中央から尖頭部にかけて著しいポリッシュのみられるものが多いことも、石錐としての機能

を想起させる。A類は、尖頭器あるいは手持のナイフのようなもので、あったと考えられる。」と記載されている。

さて、北海道内の報告書では、一般に、石匙の名称に替えて 「つまみ付きナイフj としづ名称が使用される(北海道教

育委員会 1979ほか)。形状と機能部位の違いに着目すると、A類は 「つまみ付きポイントJ(両面加工で尖端部を持つナ

イフとポイントは、明確な区分ができないと筆者は考える)、 B類は 「つまみ付きドリル」と呼ぶことも可能なように思

われる。

全国的にみると、石匙の多くは、剥片を素材にした片面加工品で、正面側に細部加工が施される。片面加工品は製作と

刃部再生のための再加工は容易である。一方、左右対称の形状をとり 両面加工で押圧剥離により製作される石器には熟練

した技能が必要である。片面加工の石匙と製作工程の異なる点も有撮石器の命名につながったと推測する。

図 2 の上半部に、上ノ山 E遺跡の有撮石器を置いた。 報告書の図版の順に掲載するが、 167 ・ 1 68-403~413 までのうち、

403~408 の 6 点が、石匙のつまみ(撮)と同様の作り方をしているといえる。 石匙の挟り加工の意味は、 紐かけをするた

めと考えられる事が多い。また、実際に紐をかけるとかかりやく 、外れにくい形状をとるものが多い。挟り部分は、長さ

が上下に短かく、幅は器体中心に向かつて深く加工が入るために短くなる。挟り加工は概ね最後に行われている。これを

本稿では「石匙つまみ形状」と呼ぶことにする。上ノ山E遺跡の報告書では、図の最初に置かれており掲載点数も多い。

その数量比は不明であるが、これが典型的な有撮石器と考えて、本稿では、これを「狭義の有撮石器」とする。

基部形状は、403のように上に弧状に突出するものと、 404のように平らなものがある。

一方、168-409は、石匙のつまみと異なる作り方となっている。挟り加工というより、基部付近の両側縁に緩やかな内

湾部を作り出すため結果的に基部がつまみ状となる。挟り部分は長く、浅い。基部の緩やかな内湾部は、器体中央部と一

緒に形成される。加工の順序の詳細は、図から読み取れないが、細部加工は挟り部分が最後とはいいきれない状態で完了

する。本稿では 「類石匙つまみ形状」と呼ぶことにする。409は、器体の最大幅は中央からやや基部よりに存在する。

410は、基部が最大幅となっていて棒状に長い。アノレファベットの ITJの字の形に似ており、つまみ部を持つ石錐の

中に含めて差し支えないものと筆者は考える。

411 ~413 は、いずれも周辺加工で製作されている。 411 の側面は「く j の字に曲がっている。 412 と 4 1 3 の側面図を見

ると、側縁が裏面側に寄っていて、 石器輪郭下部と側縁部の重なりが大きい。片面加工の石匙の側面を見るようである。

特に 413は、つまみ部が器体に比べて大きく、アンバランスである。石匙の先端部を石錐のように再加工した結果とみる

事も可能と思われる。

以上のように、有撮石器は全体形状や大きさを始めとして変異が大きい。石匙を再加工したものを含んでいる可能性が

ある。筆者は、有撮石器の器種設定に当たって、まずは広範な物をとりこんで、その後に細分を考えようとする発想があ

ったと推測している。

(2 )狭義の押出型ポイントの設定

押出遺跡の報告書では、前述のように 「基部に両側から挟りを入れて石匙のつまみと同様な作り方をした部分を持ち、

両面あるいは半両面加工の尖頭器様の器体を持つものを「押出型ポイントJとして分類した。Jと記載された。そして、

これまで 「つまみ部を意識して 「有撮石器Jと区分されることもあったj と記載している。それにより、両者を概ね同ー

と考えていると判断できる。

押出型ポイン卜の定義は、先行して報告された有撮石器の定義を参照しているため、両者は文言のみでは、ほぼ同ーの

定義といえる。

報告書に図示されたものを見ると、つまみ部の挟りが石匙と同様の短く深い「石匙つまみ形状」のものは、主に小型品

である(図 2中段左 163-1・2・10)。

多数をしめるのは、次のような特徴を持つ資料である。

つまみ部は 「扶りを作出したJというよりは、基部付近の両側縁が緩やかな内湾部を作り出すために、結果的に基部が
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青森市熊沢遺跡出土の石槍は押出型ポイントと認定できるか

つまみ状となった 「類石匙つまみ形状Jである。平面図で基部の内湾部が浅く直線的で 「つまみJの表現には時踏する幅

広のものもある。快り部分は長く、浅い。緩やかな内湾部は、器体中央部と同時に押圧剥離により形成される。多くの石

匙のつまみを形成する挟りの加工が、最後に行われる事と異なっている。

筆者は、これを 「狭義の押出型ポイント」 とする。しかし、この分類は押出遺跡出土の押出型ポイン卜に限定すべきも

のと考えるようになった。その理由は、東北北部から北海道にかけての類似形態の石槍が、つまみ形状のみでは整理でき

ないためであり 、本稿後半で詳述する。

そのほか、押出型ポイン卜によく見られるものとして①最大幅が先端部よりにある。② 「内湾する部分の幅は最大幅の

1/2より大きい。③器体の最も幅の狭い基部の挟りの部分から先端部寄りの最大幅の部分まで、ほほ一直線である。④類

石匙つまみ形状」 のため、挟りの角度が 1 50~160度前後と広角である(一方、石匙つまみ形状のものは概ね 120度以下と

なる。)⑤押圧剥離で製作されるが、草創期の尖頭器と比較して幅に対して厚みが大きい傾向にある。⑥良質な珪質頁岩

を素材とする。

これらの②と④を図 1 の中に表示したが、①~@の押出型ポイントに多く見られる観察項目と熊沢遺跡の石槍は合致

している。押出遺跡の押出型ポイントと同じグ、ループとして認定可能と考える(注 1)。

また、狭義の押出型ポイントの器体の最大幅は、上記項目の①に記載したように中央から尖端部よりに存在するものが

多い。 しかし、これを定義に加えると、再加工等により、最大幅が基部よりとなって外れる資料が出てくる。そのため、

定義には含めないものの特に留意すべき観察事項のーっと考える。

3 研究史その2 押出型ポイントの認定要件が広くなった背景(図 2~3)

押出遺跡出土品は、大木4式期に時期が限定できる一括資料である。彩文付土器など希少資料の出土もあり報告書作成

時点で重要文化財としての一括指定も将来的に想定されたと考える。上ノ 山H遺跡の場合と同様に、まずは範囲を広く定

義したと筆者は考える。

押出型ポイン卜に中型品から大型品が多いのは、全体形状を整えながら緩やかな内湾部を作り出すためには、 一定の大

きさ(長さ)が必要なためと考える。逆に、小型品には石匙つまみ形状の押出型ポイントが多くなる。

また、秦(2010)が切断加工としている基部に切断面(あるいは折損面;両者の判断が難しいため以降の文章や図では 「折

面」を用いる。)が観察できる中形品も、基部の形状を再び整えた後に、最後に扶り加工が入れられるため、石匙つまみ

形状もしくはそれに近い形状となる。筆者は、切断加工品(もしくは折損品)の、つまみ部が再加工で作り出される際に、

器体上部と共に加工する事ができず挟り部分のみの加工となるため、石匙と同様の深い挟りが作り出されたと考えてい

る。これが、全体形状及び加工方法が同質で、あっても、石匙つまみ形状の快りを持つものなど、両者の聞で漸移的なもの

が存在する一因ともなっている。一例をあげると筆者は、図 2中段の第6次調査の 2点は、本来は、ほぼ同じ大きさで同

一形状で、あったと考える。左側の 62-339は基部側が折損し、 再加工で整えて最後に石匙の快りのような加工を施したた

めに長さが異なったと考える(注 2)。

押出遺跡の報告書で器種分類を考える際に、出土品の中に、石匙つまみ形状の狭義の有撮石器が含まれていたために、

さらには先述の上ノ 山H遺跡の図2の409が狭義の押出型ポイン 卜だったために、 11有撮石器」と区分されることもあっ

たj という表現につながったものと筆者は考える。

一方で上ノ山E遺跡の報告書では、押出遺跡の調査者が仮称している 「押出型ポイントj は「つまみの形態が上ノ 山E

遺跡のものとは異なって」いると記載されている。押出型ポイン卜の多数をしめる類石匙つまみの形状のものが有撮石器

の多くと異なっていたためと推量する(注 3)。

押出遺跡の報告書では、押出型ポイントの形態分類が行われ、I類は 「きれいな押圧剥離による両面調整が施され、つ

まみ部に比して幅広い器体を持つ木葉形のもの」で 「器体側縁部に使用痕と思われる光沢を持つ」ものが多い。E類は 「き

れいな押圧剥離による両面調整が施され、つまみ部とほぼ同じくらいの幅の狭い器体を持つ柳菜形のものJで 「尖頭部に

使用によると考えられる摩滅が認められる」ものが多いとされた。上ノ 山H遺跡の分類を参照し、 I類に先述のとおり

「つまみ付きポイントJ(前述のように両刃のナイフと槍先の区分は難しし、)、H類に 「つまみ付きドリノレJが意識された

と恩われる。

そして、尖端部が作り出されたものは押出型ポイントを再加工した石錐とされた。押出遺跡の報告書では、多くの報告

書と同様に先端部摩耗の石鯨を転用品として石錐の中で記載している。その事との整合性がとられていると筆者は考え

る。図3中段の 195-1・2は基部に切断面(折損面)があり、石匙つまみ形状である。押出型ポイントのような両面加工の

精巧な石器の再加工は、特に石錐の尖端部のような幅が狭く加工の難しいものは、最初の加工を行った人と同等以上の熟

練者でないと、上手くできないのではないかと筆者は考えている。押出型ポイント製作の熟練者のいる押出遺跡だからこ

そ再加工を臨時せずに行うことができると考える。石錐への転用品は 11点図示され、 195-3. 5の側面図をみると錐部の

側縁が左右に振れており、錐部の再加工の可能性がある。一方、 195-8は側面図をみると錐部の側縁が一直線であり注意

したい。
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そして本稿の出発点となった熊沢遺跡の図 1-113-3は、側面図での側縁のラインがほぼ一直線である。石錐には通常、

基部から中央部、中央部から尖端部の聞に加工の変換点ある。側面図の側縁のラインに屈曲部分として現れるが、それが

弱い。正面図で、は尖端に向かつて両側縁が内湾するものの、 石錐への転用品とするのに臨時する理由となっている。

なお、佐藤鎮雄(2009)は、押出型ポイン卜の器種設定について 11996年に国指定重要文化財に指定されたときは 「石

槍」としている。おそらく判断に苦 しんだに違いない」と記載し、 「石匙の場合身の部分の端に急角度で挟りを入れてつ

まみ部を作るが、押出型ボイントでは緩やかに細くした基部先端に挟りを入れてつまみ部を作っている。したがって石匙

は紐などを装着すると外れ難いが、押出型ポイントはしっかり装着しないと外れ易い。似て非なる両者には中間的な形態

のもあり、区別しずらい。」 と記している。

筆者もまた、第4次から第6次調査分を含めた押出遺跡の出土品の中に狭義の押出型ポイントとも、狭義の有撮石器と

いいがたい石器の存在を少数であるが、認識している。折断(切損)後の再加工ではなく、小型品でもないもののなかに存

在する。そして、石器 ・石材の搬出先となる宮城県、関東地方などでは、珪質頁岩の産地から離れており、再加工で形状

が変化していく可能性が高いと考える。筆者の提示 したつまみ部の形状と加工による分類では、押出遺跡から距離が離れ

るほど、適合できない事例が増えると筆者は考える。

4 研究史その3 押出型石匙と両刃石匙

一方、関東地方では、押出型ポイントは在地にない珪質頁岩という石材と加工の精巧さから、儀器 ・威信財として東北

地方南部から流通したとしづ論考が発表された(大工原 2003)。押出遺跡の出土品は石槍を含めて再編された。通常は石

匙と石槍に区分される I類を 1a~ 1 fの6種類に分け、石槍に区分される H類の計 7種類に分類された。

その後には、 11種類への分類が行われたうえで、つまみのある「押出型石匙」と、 つまみの不明確な 「押出型石槍Jに

区分された(大工原 2008a)。押出型ポイン卜が独立器種ではなくなり 、石匙の中に吸収された。同時に、報告書で 「石槍」

として分類されたものが 「押出型石槍Jとなった(注4)。それは、つまみ部を持つものが石匙と定義されているため、氏

が押出型ポイン卜の基部をつまみ部と認定したことによるものと考えられる。また、押出型石匙は基部に癌状の部分があ

り、着柄よりも紐かけになじむと大工原は述べる。それは、本稿図2下段の 160-10・12の厚みのある基部断面図に表れ

ている。その後も研究が進展している(大工原 2019ほか)。

一方、秦昭繁(2010)は、押出型ポイントは、押出遺跡及びその時期に限定されるものではないことから、両刃石匙(も

ろはいしさじ)と呼ぶことを提唱した。両刃という用語が、 左右対称のナイフを意識させ、両側縁が刃部となりうるため

の命名と思われる。押出遺跡の報告書で 「器体側縁部に使用痕と思われる光沢を持つJものが多いとされたことを踏まえ

ている。ナイフのイメージは使用痕分析でイネ科植物の刈り取りの痕跡が観察されたこと(鹿又 2009)と調和する。そし

て、押出遺跡の報告書で 「石槍Jとされたものを、その未成品とした。押出遺跡の 「石槍」は主に直接打撃で形状が整え

られるが、押出型ポイントは押圧剥離で細部まで整えられている。「石槍」と分類されたものの多くが直接打撃の痕跡を

残しているため、押圧剥離加工の前段階の押出型ポイント未成品と捉えた。図3下段の 166-1・2のように押出型ポイ

ントの形状に直接つながりうるものが「石槍jの中にある(注 5)。また、秦は、押出遺跡の剥片についても観察し一覧表

にまとめた。剥片の数量の多さと形状から、仕上げの加工や再加工が押圧剥離で行われた事により 生産されたものが多い

事を指摘した。

大工原、秦の両氏は、ともに押出型ポイントの基部をつまみと認定して石匙のなかで捉えた。筆者を除く、多くの人が

この立場をとると考える(注 6)。

その後、押出型石匙の枠組みの中で、再加工による形状変化の視点で詳細に分析する論考が発表された(入江 2021)。

押出遺跡の出土品のみを扱っているため、押出型ポイント自体の定義には言及されていない。入江の考えは再加工を重視

する点では、秦の見解に近い。また、橋本勝雄(2021)も秦の考えを支持している。さらに橋本勝雄(2023a• b)では、押出

型ポイントの西日本への広がりについて記載した。再加工の多さから、植物のカッティングの機能を想定した。そして、

「尖頭形両刃石匙」の名称、を提唱した。つまみのついた定形化した尖頭削器あるいは「つまみ付き両面加工尖頭形ナイフ」

と考えると 「尖頭形」を付した事により、より具体的にイメージしやすい名称となったと考える。

5 押出型ポイントの出自(図4)

押出遺跡の石器群を理解するためには、出自を考えることが重要である。

筆者の考えを、図4で示す。左側にーノ坂遺跡出土品を、右には押出遺跡の出土品を置いた。中央に両者の聞の時期で

ある大木 1~ 2a式主体の宮城県名取市今熊野遺跡と仙台市三神峯遺跡の資料を置いた。この時期の資料としてよく知ら

れているためである。また、 両遺跡は距離的に近い。最近の資料を調べられなかったこともあり、本稿で取り 上げた。

大工原(2008a)、秦(2009・2010)は、ともに同じ米沢盆地に位置する前期前葉の米沢市一ノ坂遺跡の石器群と比較し、

ーノ坂遺跡のつまみを持つ両面加工の石匙から押出型ポイントへの変遷を考える。橋本勝雄(2023a• b)も、秦の考えを支

持している。
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青森市熊沢遺跡出土の石槍は押出型ポイントと認定できるか

筆者も押出遺跡の石器群は、一ノ坂遺跡の石器群を継承すると考える。というよりも山形県内で、押出遺跡より古い時

期で、時間幅が一型式に限定できる資料体で石器の製作技術を考察できる遺跡として、一ノ坂遺跡にたどり着く。大規模

な集落では、遺跡の継続期聞が長くなり、限定した時期の資料を抽出する事は難しい。筆者自身が日常的に接してきた地

域から離れた遺跡の出土品を、適切に読み込み、解釈するためには、良質な情報を量的に多く入手して蓄積したうえでな

いと、引用には遼巡を伴う。例えば、調査や報告にあてることのできた時間や人的な要素は報告書の記載内容を左右する。

報告者の考え方により、石器の器種ごとの数量の記載の有無は異なってくる。次項でふれるが、錐先のみ加工した石錐の

掲載状況が報告書により異なる事にもつながると考える。

6 米沢市ーノ坂遺跡と押出遺跡の石器の対応関係(図4)

( 1 )ーノ坂遺跡の両尖七首と押出遺跡の押出型ポイント(園4上段)

筆者は押出型ポイントに相当する石器をーノ坂遺跡の資料に探すとすると、両尖七首(注7)になると考える。両面加

工の石匙は、一ノ坂遺跡、出土品で、は小型で、ある。くり返しになるが、対応する大きさのものは、押出遺跡で、は小型品(図

4中段の 163-5)となり少数である。逆に、押出遺跡で多数を占める類石匙つまみ形状の押出型ポイン卜に対応する大き

さのものは一ノ坂遺跡では両尖ι首となる。小菅将夫(2012)は、押出型ポイントを実験製作し、「直接打撃による粗割り

と整形，押圧剥離による仕上げとしづ手順」によるとし、「両面加工尖頭器の製作と同じ技術と方法によると想定できた」

としている。旧石器時代の槍先型尖頭器や石検の両面製作技術と共通し、時代を超えた製作技法とした。そのうえで 「縄

文時代前期の山形県一ノ坂遺跡などでさかんに製作された両尖ヒ首も， 同様な石器製作技術によるものと考えられるJと

した。

また、藤山龍造(2004)が記載するように、尖頭器は多機能な道具であり 、狩猟具、刺突具として利用されるのみならず、

加工具的な用途にも用いられたと考える。橋本勝雄(2023b)も石槍と石匙の代替性について述べている(注 8)。

田中英司(1995)によると、 ーノ坂遺跡からは、大型のポイントブレイクが出土しており、両尖七首の製作過程で生じた

ものとして観察している。また、秦(2010)は、前述のとおり押出遺跡からポイントブレイクが多数、出土していることを

記載している。

一ノ坂遺跡の出土品では、図4上段 101-1の先端部側が鋸歯状のものが有名であり、一ノ坂型尖頭器(大工原 2008a)と

いう名称が提唱されている(注9)。

(2 )両遺跡の石匙(図 4中段)

図の左側のーノ坂遺跡の石匙は、裏面側に打面を作り出して正面側の全面に細長い剥離を入れる松原型石匙が多い。正

面左下の斜辺に挟りが入るものが多く、両面加工のものもある。田中英司は「挟入石匙」と命名している(田中 1995)。そ

の斜辺の挟り形成により正面左上の辺との間に突出部が発生する。

秦(2010)が「バナナ形Jと呼ぶ正面左側の辺が弧状をしめす形状のものも一ノ坂遺跡にはある(図 4-69-1)。また、つ

まみ部は大きなものと小さな石匙がある(注 10)。

そして、 一ノ坂遺跡出土品には、両面加工で左右対称な石槍状の石匙が 2点ある。つまみ部は、他の石匙と同様に挟り

が深く長さが短い。「石匙つまみ形状」である。秦(2010)は、類石匙つまみ形状のものを含めた押出型ポイン ト全体への

変化を指摘している。筆者も、その可能性を否定するものではない。しかし、その2点は前述のように石匙つまみ形状の

小型の押出型ポイントへとつながるものと考えたい。つまみ形状の違いは、つまみが最後に作られるか、器体中央部とと

もに細部加工されるかといった製作手順にかかわるため、 筆者は、より重視する。

図の右側の押出遺跡出土の石匙は、裏面の刃部の反対側に剥離加工を持つ物が散見される。松原型石匙ほど明確で、はな

いが、正面側の剥離のための打面の作り出しの可能性がある。松原型石匙から継続している技術の延長上にあると考え

る。形状においても、正面左下の斜辺が挟りを持つものや、左側に突出部があるものが含まれる。

(3 )両遺跡の石錐と宮城県今熊野遺跡及び仙台市三神峯遺跡出土石器

ーノ坂遺跡の出土品には、景IJ片の形状を変えずに尖端部を作り出した石錐が多い。大木 1~ 2b式主体の今熊野遺跡で

も出土している。この種の石錐は簡易な作りのためか、不定形のスクレイパーとともに、掲載されない例が多いと個人的

に考えている (注 11)。また、ーノ坂遺跡の石錐の中につまみを持つものがあり (136-16・17)、石匙つまみ形状である。押

出遺跡のものは、類石匙つまみ形状のものを主体とすると考える。

仙台市三神峯遺跡出土の前期前葉の 2点、の石槍のうち、図 5-27-2は石匙つまみ形状のものであり、図 5-27-3は押圧剥

離により斜行する細長い剥離痕が残り、厚みがない。宮城県名取市今熊野遺跡の石槍は、石匙つまみ形状である。太平洋

側は石材搬入地であり、前述のように再加工が頻繁に行われると予想される。両遺跡からは、 石槍の多様性の大きさにつ

いては指摘できる。宮城県 ・山形県内で、の資料集成が不首尾に終わったため、他の事項は言及できない。

7 青森県域から北海道南部の縄文時代早期末の関連資料(図 5"'-'6)

秦昭繁(1991)は、松原型石匙は早期末(秦の時期区分では早期後葉)の東北北部から北海道にかけて盛行し、それが東北
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粛藤岳

南部に前期前葉に広がると記載した(秦は早期後葉としたが筆者の時期区分では早期末に相当し、 「早期末」で統一する)。

松原型石匙は主要剥離面側に打面を作り出して加工するため、石槍や両面加工の石匙と加工技術が共通する。筆者は東北

北部から北海道南部にかけても、その石器加工技術は前期に継承されるため、 石槍などで優品と呼びうるような精製品が

中期以降も作られ続けると考えている。

北海道の早期末の東釧路W式期には、 千歳市美々 5遺跡、困館市垣ノ島(A)遺跡、豊原4遺跡のように、足形付き土製

品を持つ大型の士坑墓から、精製品と呼びうる石器がまとまって出土する。東釧路W式期に先行する中茶路式期では美々

5遺跡に近接する苫小牧市美沢 1遺跡で土坑墓(BP-9)で松原型石匙2点が土器と磨石とともに副葬されている(北海道教

育委員会 1977)。 しかし東釧路W式期の足形付き土製品をもっ土坑墓での石器の器種の豊富さ、精巧さは特筆できる(野

村 2003)。

園 5上段右の 100-148・149は、渡島半島西部に位置する乙部町栄浜遺跡の東釧路N式期に帰属すると考えられる石槍

である(乙部町教育委員会 1977)。この時期に出現する特徴的な石槍の基本形と考えると、図 5中段右の千歳市美々 5遺

跡のE黒層の土坑墓 BP-4から出土した図 5-4-118-20の黒曜石製石槍は、より長さを増した変異品として捉えることが

できる。そして、この形状の石槍を有名にしたのが、図 5左上の函館市垣ノ島遺跡の土坑墓 P一181から出土した番号 12

"-'14である。特に 12・13は両側縁が鋸歯状に加工され、 一ノ坂遺跡の図4一101-1の両尖七首の上半部を思わせる形状

である。土坑墓 P-181からは、番号22"-'24のような松原型石匙はもちろんのこと、番号 25のような両側縁と下辺に鋸歯

状の加工をした石匙も出土している(注 12)。石槍は、つまみを持つものがあり番号20のような石匙つまみ形状のものと、

番号 26のような類石匙つまみ形状で、弧状の中軸線のものがある。 20のつまみ部は、 26とともに基部の辺に挟りが入れら

れている。番号 28と29は器体中央部基部側に一対の挟りを持つ。両尖ι首と異形石槍(斎藤 2010)につながりうる形

状である。困館市豊原4遺跡の土坑墓P-100からも、図 5-166-1に示したように栄浜遺跡で注目された石槍は出土する。

また野村祐一(2022)が「挟入剥片石器」とした全長の短い剥片の中央付近に挟りを加工したものがある(図一167-18"-'21)。

挟入剥片石器は、 石材として白色から半透明の玉髄が好まれる。色がついた石材が好まれる点で、異形石器と共通する。

類例は早期末から前期前半にかけて、北海道中央部以南でみられる。さらに渡島半島部南部では、瓢箪形石器やダノレマ形

石器と呼ばれる小さな楕円磯の中央付近に挟りを入れた挟入りの磯素材石製品が分布する。筆者は剥片から磯への材質

転換の可能性を考えた(驚藤 2018園 9)。円筒下層 a式期の三内丸山遺跡第六鉄塔地区の第VI層からも出土している(図

6下段右の 60-192"-'200)。

垣ノ島遺跡に近い函館市電電公社合宿舎遺跡からも両側縁が鋸歯状に加工された石槍や挟入剥片石器は出土している

(函館市教育委員会 2017・2021)。豊原4遺跡の遺構外からは、 223-18・20の、つまみのついた石槍が出土している。豊

原 4遺跡では東釧路W式期の出土品が最も多く、次に多いのは中期の円筒上層式である。東北北部では中期以降は、石槍

の加工が粗くなる事は以前から指摘されてきた(工藤 1977)。北海道では大型の精製品が、以降も残るものの、傾向とし

ては減少する。そのため東釧路N式期の可能性がある。

青森県域では、早期末の早稲田 5類期の遺跡としては八戸市長七谷地貝塚(青森県教育委員会 1980・八戸市教育委員会

1982)・売場遺跡(青森県教育委員会 1985)が代表遺跡となる。売場遺跡は早期中葉から前期前葉までの出土品があるが、

早稲田 5類期のものが多い。

図5下段の売場遺跡第 317号竪穴住居跡からは、早稲田 5類の土器と松原型石匙破片(48-63)とともに、茎のある石槍

(48-62)、挟入剥片石器(48-65)が出土している。挟入剥片石器は遺構外からも出土している (111-127"-'130)。つまみのあ

る石槍(107-61)、茎のある石槍(202-2・3など)も出土している。

図6左上に熊沢遺跡に近接する青森市三内丸山 (9)遺跡出土品と、 二股 (2)遺跡の黒曜石製の石槍を置いた(注 13)。三

内丸山 (9)遺跡の 148-19は、先端部側に最大幅があり押出型ポイントを思わせる形状であるが、 石匙つまみ形状で、ある点

が異なっている。前期後半の円筒下層式では、青森県域では北海道に比べて、石匙つまみ形状の石槍がより多い。在地の

石槍のなかでの変異の可能性とともに青森県域に搬入されてから、つまみの再加工が行われた可能性もある。三股(2)遺

跡の SK76-1は産地分析の結果、北海道置戸の所山産黒曜石と推定された。石槍は石器製作時に調整剥片が多く剥離され

るため、重量が軽い完成品として搬入されたとすれば、北海道から東北北部に同一形状のものが流通したと考えたい。

図6の右上の北海道木古内町幸連4遺跡((公財)北海道埋蔵文化財センター2023)での、円筒下層 d]式期のH-2出土

品では、 VI-21-16のように石匙つまみ形状の石槍と同図 15のような類石匙つまみ形状のものが同一竪穴建物跡から出土

している。石槍に変形可能な両面調整石器も出土している(同国 13)。円筒下層b式期のH-19出土品では、 VI-123-10の

類石匙つまみ形状の石槍と同図8の両面調整石器、さらにその初期加工の同図 9が同一竪穴建物跡から出土している。石

槍が遺跡内で製作されていたと考える。幸連4遺跡C区包含層ではVI-287-50"-'52の石匙つまみ形状のもの、同図 54の

類石匙つまみ形状のものが出土している。また、器体中央の先端部寄りに最大幅がある。特に注意したいのが同図 53で

ある。正面右側に石匙のような挟りがあり、左側には挟りがない。側面図の側縁のラインの屈曲と裏面図から、正面右側

の挟りが最後に加えられたと考えられる。これらの出土例から同一遺跡で石匙つまみ形状と類石匙つまみ形状の石槍が

出土する例(青森県域では円筒下層 d"-'円筒上層 a式期の図 6-3-27-34・37・41のつがる市牛潟(1)遺跡例、円筒下層式期
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と考えられる図 6-102-38・41の南部町苫米地館野遺跡例)の解釈が可能になったと筆者は考える。北海道南部から青森県

域にかけては、類石匙つまみ形状の状態で完成品とできるものの、さらに挟り加工を加えて石匙つまみ形状まで加工して

完成品とする場合があると考える。押出遺跡では、類石匙つまみ形状の状態で完成品として強く意識される。しかし、北

海道南部から青森県域にかけては、意図した最終形状に、こだわりがないものと考える。筆者は、両者とも両国加工で押

圧剥離の石器についての高い技術を持ちつつも、加工手順の遵守と柔軟性に関しての意識等が異なるためと考えている。

また幸連4遺跡の前述のVI-287-53の石槍は挟り加工が正面右側で終わっているため、紐かけには向かない形状である。

つまみ部の挟りの意味が、実用的な紐かけだけにとどまらない可能性を感じさせる(注 14)。実用的な紐かけと想定でき

ない例として北海道八木A遺跡西盛土Vb上層(円筒下層 a式)の石槍(図 6-383-68)もあげておきたい。

そして図 6 中段の八戸市畑内遺跡の石槍 (235-14~16) をみると、幅が狭く、石錐状のものは、規格性を感じさせる。 畑

内遺跡は太平洋側に位置し、珪質頁岩の搬入地である。拠点的集落のため熟練した石器製作者が居住・滞在したとしても、

石槍として完成した形状から石錐状に再加工していくのは、高い技術が必要と推察される。少なくとも両面調整石器の形

状から、石器製作者が石の質をつかみながら細部加工まで行うケースに比べて製作における難易度は高い。

幸運4遺跡H-2のVI-21一16も石錐状の尖端を持つが、木古内町は、良質な珪質頁岩の産地である(立田 2014ほか)。石

材の獲得が容易と考えられ、石錐状のものの全てが再加工品とは考えにくい。

洞爺湖町入江遺跡の円筒下層式の石槍では、図6の2段目左の 158-7のように、 一見すると押出型ポイントの形状に似

るものがある。しかし、他の石槍と基部の幅広さや、幅に対する長さが短い点で共通性がある。南東北との関連を考えず、

垣ノ島遺跡 P-181の番号 26の伝統を引継ぐような北海道南部の石槍の変異のーっとして捉えることも可能である。北海

道では石槍の出土数量の多さもあり 、変異幅が大きく感じられる。以上、記載してきた事項については、さらに根拠を積

み上げる必要がある。

そして、北海道から東北北部の石槍についての研究事例が少ないため、今後の活性化が期待される。

おわりに

本稿では、押出型ポイントの研究史を検討して、現在の定義となった経緯を整理し、中核となる狭義の押出型ポイント

を抽出した。

次に、押出型ポイントは松原型石匙を伴う米沢市一ノ坂遺跡の石器群を継承する事を記載した。

最後に、東北北部から北海道南部にかけての、つまみを持つ両面加工の石槍 ・石匙について検討した。

松原型石匙は当該地方の早期末葉に盛行する。その後、東北南部に広がることとなる。主要剥離面側に打面を作り出し

て加工する松原型石匙は、石槍や両面加工の石匙と加工技術が共通する。東北北部から北海道南部にかけては、その石器

加工技術は継承される。松原型石匙を伴う石器群としづ共通した出自を持つ押出型ポイントを、東北北部から北海道南部

で、抽出することは難しいと筆者には思える。

押出型ポイン卜の名称、を他の遺跡で使用するのであれば、その論著での押出型ポイントの定義の記載が必須となると

筆者は考える。あるいは、筆者を除く多くの方が、狭義の押出型ポイントの基部をつまみとして認識しているので、橋本

(2023a . b)の提唱した尖頭形両刃石匙という用語が適するように考える。石槍と考える人、石匙と考える人双方が使用で

きるうえ、遺跡名を冠した押出型よりも共通理解がはかりやすい。まずは、尖頭形両刃石匙と大きくとらえて、その論考

で対象とする石器の詳細を説明する方が望ましい。

筆者が本稿で記載した中には、松原型石匙を伴う石器群の成立(注 15)と広域化、大木1式・ 2a • 3式期の石器群な

ど検討が不十分な点がある。

また、押出型ポイントと有撮石器など本稿前半の多くの部分は研究史と、その解釈の記載となった。主観が入るだけに、

その妥当性について疑義がもたれる事があると思われる。筆者の出発点が熊沢遺跡出土石槍の再評価にあるだけに、客観

性を保ち、志、意的な解釈にならないように留意した。論の飛躍をはじめ文脈の不整合などの不充分な点は、それを認識さ

れた方が修正して、今後の研究を発展させる事を祈念したい(注 16)。
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注釈

(注 1)このように、観察項目を追加したくなる事は、 「狭義の押出型ポイン卜Jを設定するという発想が適当とはいえな
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い可能性を示唆する。しかし、同じことで若い人が時間を失うことがないようにと考え、記載した。熊沢遺跡出土の石槍

は押出遺跡の押出型ポイントの典型例に形状が近いために、現実的には、書き手(筆者)と読み手の「直観」が重なり合

うことも起こりうる。その他の類似する石槍については、個別の判断が必要である。例えば、「押出型ポイン ト類似石器

群」等のカテゴリーを設定し、 10個程度の観察項目のうち 6個以上であれば該当させるなど、異なる発想、で臨むほうが

現実的と考える。項目は、同一遺跡の他の石器、特に石槍との形状と製作技術の連続性、数量(比率)の多寡など、いくつ

か考えられる。目的(問し、)が明確化できないと妥当な観察項目と、認定のため項目数が定まらないというジレンマがある

ため、現実的には難しい。

(注2)小型品では、宇T面や加工初期の剥離面が切断面のようにみえる可能性があるが、中型品から大型品にかけては、両

面加工(調整)石器の形状を経て製作されるために、初期の剥離面は通常は失われる。 なお、上ノ山遺跡の図 2-167-404~

407の基部に関して、 「折面」あるいはその可能性を記載できる部分があり園 2中に表示 した。

(注3)大工原豊も上ノ山H遺跡の資料について 「大野により有撮石器とされたものは 139点検出されており、時期的に

は押出遺跡に併行するかやや後出のものと判断されるが、形態が異なっており 、最大幅が中央から基部よりとなるものが

大半である。」 と記載している(大工原 2008a)。

(注4)押出遺跡出土品は大木4式期の一括資料であり、報告点数も多い。この時期の石器群を代表する資料であるため、

「押出」の名前をもっ名称、が多くなっている。報告書と研究論文との名称の違いに注意が必要である。

(注 5)これらの石槍は幅が狭く細身である。それらも、押出遺跡型ポイントの未成品とするのであれば、 完成品は細身の

ものになる。細身の押出型ポイントのなかには、再加工の結果ではなく 、当初から意図されて製作されたものも存在する

と考えたい。秦(2010)は、論の展開上、あえて記載しなかった可能性を筆者は感じている。

(注6)しかしながら、これにより、石錐に相当すると推定された押出型ポイン卜 H類(つまみ付きドリノレ)が、石匙の中に

吸収される事になったことにも注意したい。繰り返しになるが、筆者は押出遺跡の押出型ポイン トは基部が「類石匙つま

み形状」のものが多いと考える。筆者の考えの根本には、石匙の認定要件となる 「つまみJとして捉える事への違和感が

あった。

(注7)r両尖七首」は田中(1995)の挟入尖頭器としての研究により、大きく進展した。しかし、本稿では報告書で使用さ

れた用語を使用することとした。

(注8)筆者は、以前、円筒土器文化の扶入扇平磨製石器を考察した際(禁藤 2003)、磨製石斧の磨いて一直線となった刃

部の特長(佐原 1994)から類推し、研磨されて両刃としたことにより打撃に強いと考えた。研磨されていなくても、押圧

剥離によりほぼ一直線の刃部で両刃の大型品であれば、通常の片刃の石匙よりも、重量を活かせるうえ植物の叩き切りも

可能な刃部の強靭さを持っと考える。磨製石斧で片刃が縦斧に、両刃が横斧に対応すること(佐原 1994)を考えると、両

面加工の石匙は、片面加工の石匙と使用法が異なる可能性もある。片面加工の石匙は、 小型品から中型品が主体となるの

に対して押出型ポイントは中型品から大型品が多く 、大きさが異なる事も重要である。

(注9) この石槍はーノ坂遺跡の両尖七首を代表する優品である。 しかしながら、筆者は基部にも挟りのある形状のもの

がーノ坂遺跡の中核をなす両尖七首と考える。

(注 10)中段右側に押出遺跡のつまみ音rlが幅広い石匙を置いた。図4一168-9は、図 2中段右端の上ノ山 E遺跡の有撮石器

(168-413)に形状が類似する。

(注 11) 前期中葉の三内丸山遺跡第六鉄塔地区第VI層(円筒下層 a式期)からも出土している(図 6-46-103. 106)。第VI層

を細分した第VIa層・ VIb層からも多数出土した(青森県教育委員会 1998)。

(注 12)宮城県今熊野遺跡の下辺に挟りにより二対の突起を作り出した図4-122-25は、全ての辺に挟りの入る点、で類似

する。また、前期前葉の木古内町釜谷4遺跡から類似形状のものが 2点出土している(斎藤2018の図 9)。筆者は挟りの

愛好は、松原型石匙自体に表れていると感じる。裏面に打面を作り出した後の、連続的な細長い剥離加工は、彫刻刀を使

った木彫りの時に、断面が樋状となる事と同様に、立体的な挟りを入れた形状と感じることがある。

(注 13)熊沢遺跡は三内丸山遺跡という円筒土器文化を代表する拠点的な集落に近接している。物あるいは情報は、 三内

丸山遺跡を通じてもたらされたと考えておきたい。三内丸山 (9)遺跡、二股 (2)遺跡も同様である。

(注 14)図6中段下右端の東北町東道ノ上(3)遺跡土坑墓出土例は長さ 17.4cm、l幅3.9cmに対して厚さ1.3cmの大型の精

製品である。岩手県洋野町内出土の長さ 18.85cm、幅 3.10cm、厚さ 1.36cm、重量 78.33gの頁岩製石槍(千田編 2004の写

真図版41-201)も長さに対する厚みの無さが特徴的である。石匙つまみ形状か、 類石匙つまみ形状か明確に区別できない

のは、大きさの点で、紐かけの実用性から離れたためと捉えることも可能かもしれない。また、石匙のつまみ部は、紐か

けとしての機能よりも、挟りを伴う基部突出部として、器体を視覚的に引き締めて見せる効果があると考える。完成品と

なった後も、搬入先の人が、自らの好みにあわせて再加工する可能性もある。石材環境を背景とした地域性と時代性によ

り多様な背景を持っと考えたい。

(注 15)松原型石匙については、 早稲田 5類に先行する縄文施文の尖底土器である赤御堂式に伴うかが気になるところで

あるが、前後の形式の石器が混じる出土例が多いために、はっきりしない。工藤竹久(2023)は 「石匙は鳥木沢式に縦長の
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定形化したものが伴うことが知られている。これが松原型石匙と呼ばれる発達した押圧剥離を有するものへと変わって

いったのではなかろうか。」と述べており、今後の研究の進展が期待される。

(注 16)東釧路W式期や表館式期の石器については以前(翼手藤2018.2023)から、少し作業しては中断する事の繰り返しに

なっている。押出型ポイントについて筆者がかかわり始めたのは 1992年刊行の八戸市沢堀込遺跡の報告書作成の時から

である。 報告書 477~478 頁で、つまみを持つ石槍について、石匙の枠の中で記載した。青森市熊沢遺跡を筆頭に出土遺

跡として青森県域の 13遺跡を例示した。筆者の考察は、概ね本稿の順序のとおりに変化した。押出遺跡では狭義の押出

ポイン 卜を抽出できたものの、北海道から東北北部のものが整理できず、その後も、長い間、まとめられないでいた。令

和 5年になり石材産地周辺の石器製作遺跡である北海道木古内町幸連4遺跡の報告書刊行によって見通しが開けた。中

断した原稿をつないだものの、その時々の思いが交錯するため、論旨の一貫性を保つ事は不十分となっている可能性があ

る。少なくとも、原稿量の圧縮と文章の簡潔化、論旨の明確化は不首尾なままで稿を終えることとなった。しかし、筆者

には、これ以上の進展が望めないことから、他の方に引き継ぎたい思し、で、記載した。
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青森市熊沢遺跡出土の石槍は押出型ポイントと認定できるか
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